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SUMMARY

　Generalized self-efficacy（GSE）is a belief that a person can successfully perform the behavior in question， and a 
person who has high GSE will adopt positive coping behavior in a difficult situation. Although a sports activity 
might contribute to enhance GSE, there are only a few studies that focused on the association between GSE and 
sports activity in adolescents. The purpose of this study was to compare GSE between male adolescents who be-
longed to sports club and those who did not belong to it, and investigate associated factors of GSE in sports activity 
characteristics.
　The study subjects were 186 junior high and 1169 high school male students in Fukuoka, Japan. We conducted the 
investigation in a physical education class using a self-reported questionnaire. We evaluated GSE by using the 
generalized self-efficacy scale. Participants were divided into following 2 groups based on whether the subjects 
belonged to a school extracurricular sports activity or a community sports club: belong to sports club（junior high 
school: n = 143, high school: n = 519）and do not belong to sports club（junior high school: n = 43, high school: n = 
650）.
　We used ANCOVA adjusted for grades to compare the GSE between the two groups. A multiple regression ana- 
lysis was used for investigating the associated factors of GSE in the group that belonged to the sports club. The 
independent variables were grades, sports activity days, regular player or not, perceived exertion in daily activity, 
sports type, and social support. Social support was evaluated by using the athletic social support scale, which assesses 
perceived social support from coaches, parents, or peers in sports activity. These analyses were conducted separately 
for junior high school and high school subjects. 
　In both junior high and high school subjects, GSE was significantly higher in the group which belonged to a 
sports club than the other group. There was a significant association between GSE and sports activity days（β = 0.20）
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緒　言

　我が国の青年期から成人初期の男性における死
因の第一位は自殺となっており6），社会的要因の
改善だけでなく，個人がストレスをうまく対処し
ていくことが求められている5）。また，青年期は
成人期と比べてストレスによる影響を受けやすい
こと2,11,22）や強いストレスや抑うつなどは成人期
以降のメンタルヘルスに影響を及ぼす可能性があ
ること7,24）が報告されている。したがって，青年
期においてストレスや困難な状況に対処していく
力を育むことは，その時点だけでなく将来のメン
タルヘルス保持にもつながるため重要といえる。
　個人のストレッサーの認知的評価と対処行動に
影響する要因として自己効力感がある。自己効力
感とは，ある結果を生み出すために必要な行動を
どの程度うまくできるかという予期であり，特定
の場面における課題特異的な自己効力感と日常生
活のさまざまな場面における効力予期である一般
性あるいは特性的自己効力感（generalized self-effi-

cacy; 以下 GSE とする）という 2 つの水準がある1）。
青年期から成人期にかけた長期的かつ全般的な困
難な状況への対処という観点からは GSE に着目
した検討が必要である。これまで，GSE が高い
個人は困難な状況下で積極的な対処行動をとるこ
と17）やメンタルヘルスを良好に保持しているこ
と10,18）が報告されているが，GSE の発達や形成過
程に関する研究が少ないことが指摘されている10）。
また，GSE は過去の成功あるいは失敗体験から
形成されるといわれている21）が，多岐にわたる成
功体験を介入により積ませることは困難である25）。
このことから，青年期に日常的に取り組む活動に
GSE の向上につながる多様な体験が含まれるこ

とが望ましいといえる。
　青年期の中学生，高校生が取り組む代表的な活
動としてスポーツ活動がある。スポーツ活動では，
コーチや仲間とのかかわり合いや競技力向上のた
めの取り組みなどを通して，成功あるいは失敗体
験が絶えず繰り返される。これらの体験により
GSE の向上がもたらされる可能性があるが，ス
ポーツ活動と GSE の関係に関する検討は小学
生13）および大学生26）を対象としたものに限られて
おり，中学生，高校生を対象とした報告は見当た
らない。そこで本研究では，他の年代と同様に，
中学生，高校生においてスポーツ活動を行ってい
る者は GSE が高いという仮説を立てた。また，
青年期における GSE とスポーツ活動の関係を詳
細に検討することで，GSE を高めることにつな
がるスポーツ活動の特徴を提示できる可能性があ
る。
　以上より，本研究の目的は，青年期の男子にお
いてスポーツ活動を行っている者は行っていない
者と比べて GSE が高いか否かを明らかにするこ
と，および GSE と関連するスポーツ活動の特徴
を検討することとした。

方　法

Ａ．調査対象と調査方法

　福岡県 H 男子中学校・男子高校に通う全校生
徒のうち，高校 3 年生および調査実施日と時間割
の都合が合わなかった高校 2 年生の 2 クラス77名
を除く中学生261名，高校生1443名を対象とした。
なお，当該中学校・高校は，進学校かつ全国屈指
のスポーツ強豪校である。調査は2009年 9 月に保
健体育の授業時間を使い，記名式の自記式質問紙
調査票を用いて実施した。分析には，欠席等の理

and social support（β = 0.34）in junior high school subjects. As for high school subjects, GSE was significantly associ-
ated with grades（β = － 0.12）, regular player（β = 0.13）, team sports（β = 0.14）and social support（β = 0.28）.
　This study indicates that belonging to a sports club contributes to improving GSE in male adolescents. Since 
social support showed high standardized partial regression coefficient for both junior high and high school subjects, 
it is important to enhance social support in a sports activity to improve GSE.
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由で調査に参加しなかった中学生25名，高校生84

名，データの使用に同意しなかった中学生 2 名，
高校生29名，分析に必要なデータに欠損があった
中学生40名，高校生114名を除く中学生194名，高
校生1216名の横断データを用いた。
Ｂ．調査項目

　 1 ．特性的自己効力感
　GSE の調査には，Sherer et al.21）が作成した特性
的自己効力感尺度の邦訳版12）を用いた。この尺度
は，一般的な考えについて対象者がどの程度当て
はまるかを問うものであり，「自分が立てた計画
はうまくできる自信がある」，「しなければならな
いことがあっても，なかなかとりかからない」，

「初めはうまくいかない仕事でも，できるまでや
り続ける」など23項目の質問で構成されている。
各項目について「そう思う」，「まあそう思う」，

「どちらともいえない」，「あまりそう思わない」，
「そう思わない」の 5 件法で回答を求め，「そう思
う」を 5 点，「そう思わない」を 1 点とし，23項目
中14項目を逆転させたうえで合計得点を算出した。
得点範囲は23～115点であり，得点が高いほど
GSE が高いと評価される。
　 2 ．スポーツ活動状況
　スポーツ活動状況は，運動部活動あるいは地域
のスポーツクラブ（以下，スポーツクラブとす
る）への所属の有無を調査した。スポーツ活動状
況を基に，分析対象とした中学生194名，高校生
1216名を，「スポーツクラブ所属群（以下，所属群
とする）：中学生143名，高校生519名」，「スポー
ツクラブ非所属群（以下，非所属群とする）：中学
生43名，高校生650名」に群分けした。なお本研究
ではスポーツ活動に着目した検討を行うため，文
化系クラブにのみ所属していた中学生 8 名，高校
生47名を除いて分析を行った。加えて，スポーツ
クラブへの所属者に対しては， 1 週間の活動日数，
普段の練習のきつさ，レギュラーか否か，行って
いるスポーツ種目，活動におけるソーシャルサ
ポートを調査した。
　練習のきつさは，普段の練習について「全くき
つくない」，「あまりきつくない」，「中くらい」，

「きついことが多い」，「非常にきつい」の 5 段階で
調査した。レギュラーか否かは，所属チームにお
ける状況を調査した。統計解析にあたり，レギュ
ラーである場合を 1 ，レギュラーではない，ある
いは取り組んでいるスポーツ活動がレギュラーか
否かの区分に該当しない場合を 0 にダミー変数化
した。
　ソーシャルサポートの評価には，競技者用ソー
シャルサポート尺度23）を用いた。この尺度は， 5

つの領域（①理解・激励，②尊重・評価，③直接
援助，④情報提供，⑤娯楽共有）におけるコーチ
や親，仲間からのサポートに関する 5 項目で構成
されている。先行研究にならい，各項目の満足度
を「大変不満である」から「大変満足である」までの
5 件法で調査し， 5 項目の総和をソーシャルサ
ポート得点とした。得点範囲は 5 ～25点であり，
点数が高いほどスポーツ活動におけるソーシャル
サポートが良好であることを表す。
　スポーツ種目の内訳は，個人種目は陸上，テニ
ス，武道，バドミントン，卓球，水泳，ボクシン
グ・キックボクシング，ダンス，ボウリング，レ
スリング，スケート・フィギュアスケート，ゴル
フ，筋力トレーニングであり，集団種目は野球・
ソフトボール，サッカー・フットサル，ラグビー，
バスケットボール，バレーボール，アイスホッ
ケー，ハンドボールであった。統計解析にあたり，
個人種目を 0 ，集団種目を 1 にダミー変数化した。
Ｃ．統計解析

　すべての分析は中学生，高校生別に行った。所
属群と非所属群の学年の割合はカイ二乗検定によ
り比較し，所属群のスポーツ活動に関する項目に
ついては平均値，標準偏差および割合を算出した。
　両群の GSE の比較には，学年を共変量とした
共分散分析を用いた。所属群における GSE と関
連する要因の検討には強制投入法による重回帰分
析を用い，従属変数に GSE，独立変数に学年，
1 週間の活動日数，普段の練習のきつさ，レギュ
ラーか否か，個人・集団種目の別，ソーシャルサ
ポートを投入した。併せて，投入した変数間の多
重共線性の有無について確認するため，変動イン
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フレーション因子（variance inflation factor; 以下
VIF とする）を算出した。VIF は10を超えた場合
に多重共線性の問題があると判断した15）。
　統計解析には IBM SPSS Statistics 24 for Windows

を使用し，有意水準は 5 ％とした。
Ｄ．倫理的配慮

　対象校における調査の承諾を得た後，対象者に
は調査時に書面と口頭にて研究の意図，個人デー
タを公表しないこと，および調査結果が学業成績
には影響しないことを説明し，データの使用に同
意しない場合は所定箇所にチェック印を記入する
よう指示した。同意が得られた対象者のデータの
み用いた。
　本研究は，財団法人（現公益財団法人）明治安田
厚生事業団体力医学研究所研究等倫理審査委員会
の承認を得た（承認番号：2008-01号）。

結　果

　表 1 に両群の学年および所属群のスポーツ活動
に関する項目の結果を示した。中学生において所
属群と非所属群の学年に有意差が認められ，非所
属群では 3 年生の割合が高かった。練習日数は中
学生で4.6∓1.6日／週であり，週に 4 日（32.9％）が
最も多く，続いて週に 3 日（24.5％）が多かった。
高 校 生 で は，6.1∓1.7 日／ 週 で あ り， 週 に 7 日

（66.1％）が最も多く，続いて週に 6 日（17.0％）が
多かった。
　図 1 に両群の GSE の比較を示した。その結果，
GSE の得点は中学生では所属群75.1∓11.7，非所
属群69.4∓9.7，高校生では所属群72.6∓11.2，非所
属群66.2∓12.2であり，中学生，高校生ともに所
属群は非所属群に比べて GSE が有意に高かった

（P = 0.02，P < 0.01）。
　表 2 に所属群の GSE に対する重回帰分析の結

表 1 ．中学生および高校生の参加者の特徴
Table 1．Characteristics of participants in junior high school and high school.

Variable

Junior high school（n = 186） High school（n = 1169）

Not belong to sports 

club（n = 43）
Belong to sports club

（n = 143）
Not belong to sports 

club（n = 650）
Belong to sports club

（n = 519）

Grades†

　First year, n 8 50 340 283

　Second year, n 3 59 310 236

　Third year, n 32 34 ― ―
Sports activity characteristics

　Activity days（days/week）, mean（SD） 4.6（1.6） 6.1（1.7）
　　1 day, n（%） 3（2.1） 23（4.4）
　　2 days, n（%） 3（2.1） 30（5.8）
　　3 days, n（%） 35（24.5） 11（2.1）
　　4 days, n（%） 47（32.9） 8（1.5）
　　5 days, n（%） 4（2.8） 16（3.1）
　　6 days, n（%） 25（17.5） 88（17.0）
　　7 days, n（%） 26（18.2） 343（66.1）
　Regular player ／not regular player, n（%） 80（55.9）／63（44.1） 318（61.3）／201（38.7）
　Perceived exertion in daily activity（point）, mean（SD） 3.2（1.1） 3.6（0.9）
　Individual ／ team sports, n（%） 57（39.9）／86（60.1） 219（42.2）／300（57.8）
　Social support（point）, mean（SD） 18.7（3.8） 19.1（3.3）
†There was a significant difference between 2 groups in junior high school subjects.

SD; standard deviation.
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果を示した。強制投入法による重回帰分析の結果，
中学生において GSE は練習日数（β = 0.20），ソー
シャルサポート（β = 0.34）と有意に関連した。高
校生では，GSE は学年（β = －0.12），レギュラー
であること（β = 0.13），集団種目であること（β = 

0.14），ソーシャルサポート（β = 0.28）と有意に関
連した。なお，各変数の VIF の値はいずれも低く，
多重共線性の問題が起きている可能性は低いと判
断した。

考　察

　本研究では，青年期におけるスポーツ活動と
GSE の関係を検討し，中学生，高校生ともにス
ポーツクラブに所属している者は所属していない

者と比べて GSE が高いことを見いだした。GSE

は過去の成功あるいは失敗体験から形成され
る21）といわれているが，実際には GSE の形成過
程に関する報告が限られているという指摘があ
る10）。これまで小学生13）および大学生26）を対象と
した先行研究から，スポーツ活動を行っている者
は GSE が高いことが報告されている。本研究で
は新たに中学生，高校生においてスポーツクラブ
に所属している者は GSE が高いことを明らかに
した。GSE は課題特異的な自己効力感に影響を
及ぼすこと8）や，GSE が高い者は困難な状況にお
いても積極的な対処行動をとる傾向があること9）

などの理由から，良好なメンタルヘルスと関連す
ること16,18）が報告されている。本研究結果より，

表 2 ．スポーツクラブ所属群における特性的自己効力感に対する重回帰分析
Table 2．Multiple regression analysis for generalized self-efficacy in the group which belong to sports club.

Variable

Junior high school（n = 143） High school（n = 519）

Standardized partial

regression coefficient（β）
P value VIF† Standardized partial

regression coefficient（β）
P value VIF†

Grades 0.12 0.15 1.13 0.12 0.01 1.01

Activity days   0.20 0.04 1.54   0.06 0.18 1.13

Regular player   0.13 0.10 1.12   0.13 < 0.01 1.11

Perceived exertion in daily activity 0.07 0.40 1.15 0.01 0.73 1.08

Team sports   0.07 0.46 1.44   0.14 < 0.01 1.06

Social support   0.34 < 0.01 1.05   0.28 < 0.01 1.06

Adjusted R2   0.177 < 0.01   0.123 < 0.01

†VIF; variance inflation factor, VIF > 10 indicate a problem of multicollinearity.

P values were adjusted for grades. Error bar indicates standard deviation.

図 1 ．中学生および高校生における 2 群の特性的自己効力感の比較
Figure 1．Comparison of generalized self-efficacy between two groups in junior 

high school and high school subjects.
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青年期のスポーツ活動は，ストレッサーの認知的
評価と対処行動に影響し，ストレス緩衝作用のあ
る GSE を高める方法の 1 つとして，推奨できる
と考えられる。
　次に，GSE と関連する要因を検討したところ，
中学生では練習日数とソーシャルサポート，高校
生では学年，レギュラーであること，集団種目で
あること，ソーシャルサポートが有意な関連を示
し，両年代でソーシャルサポートが他の変数と比
べて強い関連を示した。中学生を対象にストレス
反応の因果構造を検討した先行研究では，ソー
シャルサポートは GSE を高め，その結果ストレ
ス反応を軽減することを報告している4）。本研究
で用いた競技者用ソーシャルサポート尺度はス
ポーツ場面に限って評価するものであるが，青年
期における部活動は主要なストレッサーの 1 つと
して挙げられていること14）から，スポーツ活動に
おけるソーシャルサポートの充実は，日常生活全
般の行動に影響を及ぼす GSE の向上という観点
からも重要性が示唆された。
　一方，中学生と高校生で GSE と関連する要因
に違いがみられた点に関しては，スポーツ活動の
位置づけが異なることが理由であると考えられる。
我が国では， 4 歳から 9 歳の子どもではスポーツ
よりもおにごっこなどの外遊びの実践が多く，10

歳から19歳ではスポーツの実践が多くなる19,20）。
したがって，中学生では新たにスポーツを始める
者が多く，練習日数が多いほど GSE の向上につ
ながる新たな体験が得られやすいと考えられる。
　これに対し，高校生では 8 割を超える生徒の練
習日数が週 6 日から 7 日であり，スポーツ活動が
日常生活に占める割合が大きかった。これに伴い
スポーツ種目の特性やレギュラーであるか否かな
どの影響が GSE に現れたと考えられる。これま
で，集団種目の実践による心理面への効果が多く
報告されており3），GSE に関しても先行研究を支
持する結果となった。集団種目では，仲間と共通
の目標に向かって試行錯誤をともに繰り返すこと
で，有意義な体験が生まれやすいことが推察され
る。また，レギュラーであることはそれ自体が成

功体験の 1 つであるとともに，日々の練習や試合
で得られる体験が異なるために，GSE に影響が
及ぼされる可能性がある。最後に，学年と GSE

に負の関連性がみられた点に関して，その背景に
は活動への慣れにより新鮮な体験が得られにくく
なるなどの理由があるかもしれない。今後の調査
では，スポーツクラブに所属する者の GSE とそ
の変化を学年ごとに調査し，学年に応じた有効な
活動の行い方を検討していく必要がある。
　本研究の限界は，第一に横断研究であるためス
ポーツ活動と GSE の因果関係を明らかにできて
いない。第二に，本研究では非所属群のスポーツ
実践状況を考慮していないため，部活動やスポー
ツクラブに所属せずに運動やスポーツを実践する
場合の GSE への影響を検討できていない。その
ような個人で行う運動にも着目することで，ス
ポーツクラブへ所属しない，あるいは所属が難し
い者における GSE 向上に有効な方法の提案につ
ながると考えられる。最後に，本研究を実施した
中学校・高校は男子校かつスポーツ強豪校であっ
たため，今後は青年期のさまざまな対象者におい
てスポーツ活動が GSE の向上に貢献しうるかを
検討する必要がある。

総　括

　本研究では，青年期男子におけるスポーツ活動
と GSE の関係を検討し，中学生，高校生ともに
スポーツクラブに所属している者は所属していな
い者と比べて GSE が高いことを見いだした。
GSE と関連する要因は，中学生では練習日数と
ソーシャルサポート，高校生では学年，レギュ
ラーであること，集団種目であること，ソーシャ
ルサポートであった。両年代でソーシャルサポー
トが他の変数と比べて強い関連を示したことから，
スポーツ活動中のソーシャルサポートの充実が
GSE を高めることにつながる可能性が示唆され
た。その他の関連要因に違いがみられた点に関し
ては，両年代でスポーツ活動の位置づけが異なる
ことが理由の 1 つと考えられる。
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